




















本書の内容は、 「序」 、 「
1．子供時代と青年期の初期
（一七二四―四〇年） 」 、 「
2．学生と家庭教師（一七四〇―
 





歳月（一七七〇―八〇年） 」 、 「
6． 「すべてを粉砕する」形
而上学批判者（一七八〇―八四年） 」 、 「
7．人倫の形而上
学の定礎者（一七八四― 七年） 」 、 「
8．宗教と政治に関
する異議申し立て（一 八八―九五年） 」 、 「
9．老カント











ントの人物像に関する著作を取り上げ、ボロフスキ、ヤッハマ 、ヴァシャンスキによるカントの伝記でカントが「平面的な性格」に仕立てられたことを指摘する。これに対してキューンは、最新の資料 基づく新しいカントの伝記として、 読者が 「グローバルな文脈」 、 「地方の文脈」 、 「地元の文脈」という三つの文脈でカントの生涯と思想を理解することができるよ に論じていく。以下、キュー は、カントの知的成長の過程を追跡し 「沈黙の一〇年」を経て批判哲学の成立へと至るカント 思想展開を当時のカントの日常生活と執筆活動、他の哲学者との関係と照らし合わせながら手際よくまとめている。特にカントの最晩年における精神の衰弱を描いている ころは、そ 時期 遺稿である『オプス・ポス ムム』をど ように評価すべきかを考える手がかりになる。　
カントの人生と知的生活、同時代人との交流、同業者の
反応を丹念にたどった本書によって読者は、従来のステレオタイプのイメージとは異 るカントの人物像 そ 生涯と思想とともに知ることができるであろう。 なれた訳文で読みやすい点 、強調しておきたい。
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